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主な記事
�学会記事
�２００２年度日本地球化学会年会のお知らせ�
�評議員会，各種委員会議事録
�その他の研究助成，シンポジウム，人事公募等の各種
情報

現在，日本地球化学会のホームページを国立情報学研究所ホームページ内の学協会情報発信

サービスの中で公開しております。研究助成，シンポジウム，人事公募等の各種情報は随時

更新しておりますのでそちらをご覧ください。

URLアドレスは，http : //wwwsoc.nii.ac.jp/gsj2/index.htmlです。

次号より編集担当者が変わります。最後のページをご覧ください。
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２００２年度日本地球化学会年会のお知らせ�１

主催：日本地球化学会

会期：２００２年９月２６日�～９月２８日�
［ただし，２５日�午後から一般の方を対象とし
た公開講演会を開催します。］

会場：鹿児島大学郡元キャンパス総合教育研究棟（鹿

児島市）

内容：一般講演，ポスターセッション，課題討論，学

会賞等受賞講演。総会，日本地球化学会創立５０

周年記念事業と懇親会は９月２７日�午後に開催
の予定です。

課題討論の内容とコンビーナーは次号のニュースに

掲載します。

なお，今回の年会は日本地球化学会５０周年記念年会

となります。ふるってご参加下さい。

講演申し込み締め切り：２００２年６月２８日�（必着）
講演要旨の締め切り ：２００２年７月３１日�（必着）
参加申し込み締め切り：２００２年８月３０日�（必着）
申し込み方法等の詳細は，次号のニュースをご覧下

さい。

年会連絡先：

〒８９０―００６５ 鹿児島市郡元１丁目２１―３５

鹿児島大学理学部地球環境科学科内

２００２年度日本地球化学会年会準備委員会

坂元隼雄

Tel：０９９―２８５―８１１０，Fax：０９９―２５９―４７２０

E-mail : sakam@sci.kagoshima-u.ac.jp

２００１年度第４回日本地球化学会評議員会議事録

日時：２００１年１０月２０日� １７：００～１８：００

場所：学習院大学創立百周年記念会館内会議室

出席者：松久幸敬会長，野津憲治副会長，海老原充，

蒲生俊敬，齋藤和男，坂田将，佐竹洋，田中

剛，富樫茂子，中井俊一，野崎義行，野尻幸

宏，益田晴恵，松田准一，村江達士，吉田尚

弘（以上現評議員），清水洋，北逸郎，長尾

敬介，佐野有司，和田秀樹，鍵裕之，南川雅

男，奈良岡浩，川幡穂高，米田成一（以上次

期評議員）

１．２００１年度第３回評議員会議事録の承認

２．報告事項

２．１ 庶務：なし

２．２ 会計：なし

２．３ 編集

２．３．１ GJ（松田評議員）：第１回 GJ論文賞は２００２

年掲載論文を対象とし，２００３年に授賞する。アナウ

ンスを学会ホームページ，ニュース（No．１６７），

EOS，Geochemical Societyのニュースに掲載する

予定。GJ誌への二重投稿問題に関する対応を編集

委員会で協議した結果，今後５年間は問題の著者

（共著も含めて）からの論文は受け付けないことを

決めた。

２．３．２ 地球化学（蒲生評議員）：編集委員会で今後５０

周年記念特集号の内容を検討する。

２．３．３ ニュース（中井評議員）：ニュース No．１６７は

１２月下旬に発行予定で，原稿締切は１１月中旬。

ニュース No．１６８は来年２月か３月に発行予定で，

原稿の締切はニュース No．１６７の最後に掲示する。

２．４ 行事（吉田評議員，野津副会長）：２００３年度年会

の開催方法に関するアンケートを実施し，回収作業

中。１９日に回収したアンケートの集計では年会を

ゴールドシュミット国際会議とつなげるという案に

賛成の人が多い。

２．５ 会員：なし

２．６ 委員会：なし

２．７ 学術会議：なし

２．８ 連絡会等：なし

３．審議事項

３．１ 次期評議員会への申し送り

１）５０周年記念事業への対応：５０周年記念事業実行

委員会を設置して検討してほしい。

２）Goldschmidt２００３の準備：２００３年までゴール

ドシュミット準備基金に毎年３０万円積立ててほ

しい。昨年度分から積み立てを開始している。

３）２００３年度年会開催方法の検討：アンケートの結

果を参考に検討を進めてほしい。

４）地球惑星科学関連学会連絡会：日本地球化学会

は２００２年度の連絡会会長を出す予定。

５）IUGG２００３札幌大会の共催：２００２年度の分担金

２万円が求められる予定。

６）会員数増加方策の検討：ここ２年ほど除籍を行

い，会員数が頭打ちとなっている。

７）ホームページの充実とMLなど ITの活用：外

部委託の可能性も含めて検討してほしい。

８）Webによる年会登録システムの確立：これま
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では年会準備委員会がその都度対応してきた

が，今後学会としてシステムを確立する方向で

検討してほしい。

９）鳥居基金関係の規程の整備：早急に規程を作成

することが必要。

１０）GJ編集体制の検討：インパクトファクターの

上昇もあり，投稿数が急激に増えてきたため，

編集体制の見直しについて検討してほしい。

第１８期第３回地球化学・宇宙化学
研究連絡委員会議事録

日時：２００１年１１月８日� １３：３０～１６：３０

場所：日本学術会議第４部会会議室（６階）

出席者：田中剛委員長，青木謙一郎，日下部実，清水

洋，下山晃，留岡和重，中澤高清，藤原顕，

松田准一 各委員

報告事項

１．学術会議関係（青木委員より）

１．１ 第１３６回総会（１０月１６，１７日開催）

� 国際情報ドキュメンテーション連盟からの脱退

の承認。

� 「データベースに関して提案されている独自の

権利についての見解」（声明）について。

著作権に加えて独自の権利を導入することは，

学術の発展の観点から反対であり，独自の権利の

法制化の動向には慎重な対応が必要であることを

表明する。

１．２ 第４部会（７月１２日開催）

� 天文学研連「電波天文周波数小委員会」の新規

招集申請を承認した。

� 平成１３年度に本学術会議主催講演会の企画案の

提出について（回答）

「なぜなぜ“宇宙と生命”」の講演会案の提出

を了承した。

	 日本学術会議会員推薦管理委員会委員候補者の

推薦について

田丸謙二，伊達宗行，平本幸男，榧根勇の諸氏

を推薦した。


 研連の見直しについて

各研連からの７月締切りのアンケートの回答が

配付され，新しくつくるべき研連のリストについ

ても第４部会に配付し，拡大役員会と次回の第４

部会で検討することとした。

１．３ 第４部会（１０月１５，１６日開催）

� 岩松暉会員の就任

米倉伸之会員の死去にともない後任に岩松暉氏

（地質科学総合）が，学術会議会員に就任した。

� 平成１５年度科学研究費補助金に係わる「時限付

き分科細目の設定」について（検討依頼）

複合領域及び各部ごとに希望があれば１件申請

が可能である。地質科学分野は最近申請していな

い。

	 平成１３年度代表派遣会議及び派遣候補者の追加

推薦について

希望があれば，１１月２２日�までに書類の提出。

 平成１４年度代表派遣会議及び派遣候補者の推薦

について

平成１３年１１月３０日�までに書類提出すること。
来年度は国際鉱物学会（IMA）が開催される。

� 研連見直しについて

第４部の現存するすべての研連が，存続の意義

を記載した申請書を提出する（推薦研連について

も対象とする）。第４部会の議論をもとにし，研

連見直しグループにて検討し，１２月に第４部研連

の新しい案をつくる。

� 第１３６回総会「総会議案」について

鉱物研連鉱床専門委 梶原良道委員長より「大

学の構造改革の方針（遠山プラン）に対する評価

と対応」について提起されたが，第４部では取り

上げないこととした。

２．第２回理学総合連絡会議／分科細目見直し案（田

中委員長より）

科学研究費補助金分科細目見直し案が示され，案

についての意見を９月２７日締めきりで依頼された。

関連分野では，分科名が地球科学から地球惑星科学

へ，細目名が地球化学から地球宇宙化学へと変更さ

れているが，実質的に大幅な変更はないと考えられ

るために，異論は唱えなかった。本研連に直接の関

係はないが，複合新領域等で，環境学や自然災害な

どの強化が注目される。

３．第２回地質科学総合研究連絡委員会（田中委員長

より）

米倉伸之会員の死去にともない後任に岩松暉氏

が，学術会議会員に就任した。

４．雑報告（田中委員長より）

� 研連活動報告 ９月３日に提出した。

� ２００３Goldschmidt国際会議の準備状況
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審議事項

１．研連見直し／再編と存続理由書の提出

委員長，幹事を中心として案をとりまとめる。

２．環境学における地球化学分野とカリキュラムの位

置付け

第２回の本委員会で議題として審議した，環境学

への再編成が見られる中で，再編後の地球化学分野

とカリキュラムの位置付けを検討するためにアン

ケートを実施することとした。

環境学関連の学科・学部・専攻・研究科へのアン

ケートを実施し，それを受けてさらに地球化学会会

員へのアンケートを実施する。アンケート案を委員

長が作成する。

３．日本学術会議研究連絡委員会（本研連）のホーム

ページ作成

日本地球化学会で主体部を作成する。研連構成学

会からの「地球化学宇宙化学」に関連する数行メモ

と学会HPへのリンク先をのせる。

次回，第１８期３回の委員会は２００２年２月２８日に開催

予定である。

以上

第５０回質量分析総合討論会（２００２）のお知らせ

URL : http : //wwwsoc.nii.ac.jp/mass/Japanese/Con-

ference/

会期：２００２年５月１５日�～５月１７日�
会場：京都工芸繊維大学（松ヶ崎キャンパス）

〒６０６―８５８５ 京都市左京区松ヶ崎御所海道町

主催：日本質量分析学会

共催学会：日本地球化学会他

内容：

討論主題 質量分析に関わる話題全般

特別講演 １．中西香爾教授

Department of Chemistry, Columbia

University

２．Prof. R. Graham Cooks

Department of Chemistry, Purdue

University

３．甘利幸子博士

Laboratory for Space Sciences, Phys-

ics Department, Washington Univer-

sity

シンポジウム 依頼講演のみで構成します。

メインテーマは，「マスマス広がるMS～MSはど

こまでやれマスか～」です。

近年，質量分析の基礎であるイオン化および分析計

は進歩し，質量分析を用いる研究領域は，物理・化

学・地球化学・惑星科学からバイオロジカルの分野に

まで拡がり，質量分析の有用性は増しています。

今回は，それぞれの分野にたずさわっておられる

方々に，講演をお願いいたしました（ホームページを

参照してください）。

懇親会：２００２年５月１６日� ２０：００頃～

京都ガーデンパレス

発表申込締切：２００２年１月１８日� 必着（受付終了）

予約参加登録締切：２００２年４月１５日

参加登録方法：上記ウェブページにアクセスのうえ，

１名ごと指示にしたがって入力し，登

録してください。

実行委員長：京都工芸繊維大学繊維学部応用生物学科

化学生態学研究室

山岡亮平

〒６０６―８５８５ 京都市左京区松ヶ崎御所海道町

Tel/Fax：０７５―７２４―７７８７

E-mail : yamaoka@ipc.kit.ac.jp

第３９回理工学における同位元素・
放射線研究発表会のおしらせ

上記発表会が以下のように開催されます。

会期：平成１４年７月３日�～７月５日�
会場：日本青年館（東京都新宿区霞岳町１５番地）

参加費：２，０００円（学生無料），懇親会参加費２，０００円，

要旨集代金４，０００円

一般発表申込締切：平成１４年２月２８日�（受付終了）
要旨集原稿締切等：平成１４年４月１５日

詳しくは，日本アイソトープ協会ホームページ

（http : //www.jrias.or.jp/）をご覧下さい。

第４回国際レルゾライト会議
(4th International Workshop on Orogenic

Lherzolite and Mantle Processes)

日程：２００２年８月２６～９月３日（うち３日間は室内会

議，前後に幌満かんらん岩巡検およびポスト会

議巡検）

会場：北海道様似町公民館
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造山帯に産する超塩基性岩体，オフィオライト，玄

武岩中のゼノリス等マントル起源の物質に関する観

察・データはもとより，岩石学，鉱物学，地球化学，

構造地質学，地球物理学，テクトニクスなどの様々な

角度からマントルで起こっている物理化学的プロセス

を議論する，極めて学際的な国際研究集会です。これ

まで，第１回は１９９０年にフランスのモンペリエ，第２

回は１９９５年にスペインのグラナダ，第３回は１９９９年に

イタリアのパビアで行われました。出席者は毎回１００

～１２０名と比較的小規模ながらマントルプロセスに関

して活発な議論が繰り広げられています。

セカンドサーキュラーおよび参加登録を含めた詳細

については，公式ホームページ http : //ganko.eps.

nagoya-u.ac.jp/iec 2001/index.htmlを ご 覧 く だ さ

い。４月３０日が参加登録およびアブストラクト提出の

締切です。多数の方のご参加をお待ちしています。

組織委員会：小畑正明，荒井章司，新井田清信，小澤

一仁，高澤栄一，高橋奈津子，澤口隆，

森下知晃，M. A. Menzies，J. -L. Bodi-

nier

事務局：京都大学理学部地質学鉱物学教室

問い合わせ先：

小畑正明（組織委員長，京都大学理学部，Obata@

kueps.kyoto-u.ac.jp，Tel：０７５―７５３―４１５５）ま た は

高澤栄一（庶務幹事，新潟大学理学部，takazawa

@geo.sc.niigata-u.ac.jp，Tel：０２５―２６２―６１１４）
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次号より，ニュース担当幹事が下記に変わります。今後とも従来と同様，皆様の情報・原稿をお待ちして

います。地球化学に関連した研究集会，シンポジウムの案内，人材募集，書評，研究機関の紹介など何でも

結構です。編集の都合上，電子メール，フロッピー（マックもしくは Dos/Vいずれでも結構です）での原

稿を歓迎いたしますので，ご協力の程よろしくお願いいたします。次号の発行は２００２年６月初旬頃を予定し

ています。ニュース原稿は４月下旬までにお送りいただくよう，お願いいたします。また，ホームページに

関するご意見もお寄せください。

次号からの編集担当者

米田成一

〒１６９―００７３ 東京都新宿区百人町３―２３―１

国立科学博物館理工学研究部

Tel：０３―３３６４―７１４２，Fax：０３―３３６４―７１０４，

E-mail : s-yoneda@kahaku.go.jp

高橋和也

〒３５１―０１９８ 埼玉県和光市広沢２―１

理化学研究所加速器基盤研究部

小林貴之（ホームページ）

〒１５６―８５５０ 東京都世田谷区桜上水３―２５―４０

日本大学文理学部

この号の編集担当者

中井俊一

〒１１３―００３２ 東京都文京区弥生１―１―１

東京大学地震研究所

Tel：０３―５８４１―５６９８，Fax：０３―５８０２―３３９１，

E-mail : snakai@eri.u-tokyo.ac.jp

鍵 裕之

〒１１３―００３３ 東京都文京区本郷７―３―１

東京大学大学院理学系研究科附属地殻化学実験施設

ニュースへ記事やご意見をお寄せください
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